
令和５年度　全国学力・学習状況調査の結果概要
■
調
査
の
目
的

　
義
務
教
育
の
水
準
を
維
持
向
上
す
る

た
め
、
教
育
施
策
の
成
果
や
課
題
を
検

証
し
、
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
調
査
の
概
要

【
実
施
日
】　
令
和
５
年
４
月
18
日
㈫

【
参
加
状
況
】　
小
学
校
６
年
生
37
名

　
　
　
　
　
　
中
学
校
３
年
生
34
名

【
実
施
内
容
】

①
教
科
に
関
す
る
調
査

　
小
学
校
調
査　
国
語
、
算
数

　
中
学
校
調
査　
国
語
、
数
学
、
英
語

②
質
問
紙
調
査

　
生
活
習
慣
、生
活
意
識
、学
習
習
慣
、

学
習
環
境
、地
域
活
動
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、

授
業
改
善
の
取
組
、
学
習
に
対
す
る
意

欲
・
関
心
や
授
業
の
理
解
度
な
ど

■
結
果
の
公
表
方
法

　
教
科
に
関
す
る
調
査
の
結
果
は
、
平

均
正
答
率
の
全
国
・
全
道
平
均
と
清
里

町
と
の
差
を
数
字
で
は
な
く
言
葉
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

■
教
科
に
関
す
る
調
査
の
結
果

【
小
学
校
６
年
生
】　
国
語
・
算
数
と
も

全
国
よ
り
低
く
、
全
道
よ
り
や
や
低
い

結
果
で
し
た
。
算
数
の
「
図
形
」
を
除

い
て
全
般
的
に
全
国
平
均
を
下
回
り
、

特
に
国
語
「
読
む
こ
と
」
と
算
数
「
数

と
計
算
」に
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

【
中
学
校
３
年
生
】　
国
語
は
全
国
・
全

道
よ
り
や
や
低
く
、
数
学
・
英
語
が
全

国
・
全
道
よ
り
低
く
、
英
語
「
書
く
こ

と
」、
数
学
「
数
と
数
式
」、「
図
形
」

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
質
問
紙
調
査
の
結
果

　
小
学
生
は
先
生
と
の
信
頼
関
係
に
対

す
る
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
が
高
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な

り
た
い
と
の
回
答
が
高
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
取
組

　
学
習
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
各
種

支
援
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
指
導

を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
課
題
の
あ

る
分
野
の
克
服
の
た
め
に
、
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
を
高
め
る
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
学
校
運
営
に
対

す
る
ご
支
援
、
通
学
路
や
公
園
な
ど
地

域
に
お
け
る
日
常
的
な
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
家
庭
に
お
け

る
学
習
や
読
書
習
慣
の
定
着
、
ゲ
ー
ム

機
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
各
種
メ

デ
ィ
ア
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
ご
指

導
く
だ
さ
い
。

■平均正答率の全道・全国との比較　（％）
小学校６年生 中学校３年生

国語 算数 国語 数学 英語
全国との比較 全　国 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6

清　里 低い 低い やや低い 低い 低い
全道との比較 全　道 66.0 61.0 69.0 49.0 44.0

清　里 やや低い やや低い やや低い 低い 低い
※「－５．１以下＝低い」「－５．０～－２．６＝やや低い」「－２．５～＋２．５＝ほぼ同じ」「＋２．６～＋５．０＝やや高い」「＋５．１以上＝高い」

■質問紙調査の主な特徴的結果（全国との比較・一部抜粋）
小学校６年生 中学校３年生

全国平均と比較して
好ましいと

考えられるもの

●家で、自分から計画を立てて勉強
をしている児童の割合が高い

●「先生は、あなたの良いところを
認めてくれていると思いますか」
との質問に全児童が「している・
どちらかといえばしている」と回
答

●地域の行事に参加している児童の
割合が高い

●「先生は、授業で理解していないところについて、分
かるまで教えてくれていると思いますか」との質問に
全生徒が「している・どちらかといえばしている」と
回答

●人の役に立つ人間になりたい（自己有用感）生徒の割
合が高い

●授業でコンピューターなどのＩＣＴ機器を使用した頻
度が週 3 回以上である生徒の割合が高い

●授業では、考えがうまく伝わるよう資料や文章、話の
組み立てなどを工夫して発表していたと思う生徒の割
合が高い

全国平均と比較して
課題と

考えられるもの

●読書をしている児童の割合が低い
●学校の授業以外で英語を使う機会
が少ない

●数学が好きですかとの質問に対して、「好き」と回答
する生徒の割合が低い

●授業以外の勉強時間が少ない

■問い合わせ　生涯学習課学校教育グループ　☎０１５２（２５）２１３９

広報きよさと　２０２３.１２3


